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1. はじめに
土木学会北海道支部の「若手技術者交流サロン」（以下

「サロン」）は，土木学会の 100周年記念事業として実施し

た 2013年度以降，若手技術者と学生の交流を目的に継続的

に開催する，参加者から高い満足度を得る行事である．現在

は支部活性化WGが担当している．著者1)はこれまでの経

緯を報告し，活動の範囲や視点が支部内にとどまること等

の課題を指摘した．論文執筆の過程で当支部以外にもサロ

ンに関連する様々な取組みがなされていることを把握した．

そこで 2018年度は支部間での情報共有として (1)各支部担

当者間での情報交換会，(2)他支部事業の視察・意見交換を

実施して北海道支部の活動への示唆を議論した上で，第 5

回のサロンを開催した．本稿ではこれらの 3つの活動とそ

れらの成果を報告した上で，今後の展望を述べる．

2. 他支部との情報交換
(1) 支部担当者間の情報交換

本行事は平成 30年度土木学会年次学術講演会の期間中に

開催し，8支部のうち 6支部の担当者が出席した（表–1）．

まず，北海道支部が論文1) に基づき活動を報告した．その

後，各支部からの活動紹介を行い，最後に全体で，今後の

サロンのあり方について議論した．

議論の結果，各支部により実施状況が異なることがわかっ

た．名称の変更，テーマの設定の有無，弁当を用意する，学

校に依頼する等の参加者確保の工夫が紹介された．また，支

部長の強力なリーダーシップや，事務局による連携先の紹

介などの支援が有効であることも示された．複数年にわた

り継続して開催する支部もあれば，今後，開催を検討する

支部もある．いずれの支部においても，サロンは高い評価

表–1 各支部担当者間の情報交換会

項目 内容

日時 2018年 8月 29日（水）16:00-18:00

場所 北海道大学工学部

参加者 6 支部（東北，関東，関西，中国，西部，北
海道）より，若手技術者交流サロンの担当者，
計 12名

実施内容 各支部の活動事例紹介と，今後のサロンのあ
り方についての議論
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を得ており継続が期待されている．全国大会開催時にこの

ような各支部担当者間での情報交換の場を設け，担当者間

の交流を継続することがサロンの継続に寄与するという期

待が多数あった．

(2) 関西支部主催イベントの視察と意見交換

情報交換会の際の議論より，若手技術者の交流を目指す

同種の事業であり，長期間にわたり継続的に開催されてい

る関西支部の「ぶら・土木」の事例を把握した．そこで，こ

の行事を視察し意見交換を行うこととした．「ぶら・土木」は

「『つながる，伝える，育てる，育つ』をキーワードに，若

手土木技術者の交流と技術力の向上を目的として活動する，

土木学会関西支部の分会（ブランチ）」である．視察したの

は第 26回であり，甲子園球場とそのグラウンドの整備を通

じて土木の維持管理を知ることがテーマとされていた．参

加者は 30名程度で，親子連れ，退職者，現役の方など様々

であり，女性の比率が高い．リピーターも数名おり，本イ

ベントが定着していることがわかる．支部事務局および幹

事団が主体的に企画して，年間に複数回，代表幹事を交代

しつつ開催している．

視察に参加した著者の一人は，「ぶら・土木」の活動のポ

イントを次のように説明した．

• 土木学会が主催の強みを最大限に発揮して，一般には
体験できないスペシャル感を持たせる．

• イベントの規模は大きくなくとも，細かくテーマを分
け，繰り返して開催する．

• 地域の特色を最大限に活かした，身近なキーワードを
設定する．

• より細やかで魅力的な活動を展開するためには，支部
事務局と幹事の連携が重要である．

(3) 北海道支部活動への示唆

情報交換会及び「ぶら・土木」の視察と意見交換を通じ，

北海道支部のサロンについては，次の示唆を得た．すなわ

ち，【示唆 1】土木学会ならではでかつ北海道に即した身近

なテーマを設定すること，【示唆 2】幹事が機動的に動けな

い場合もあることから，事務局との連携を深め支援を仰ぐ

こと，【示唆 3】適切な規模の行事を継続して実施すること

の 3点である．
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3. 第 5回若手技術者交流サロン
(1) 実施概要

2018年度は前節で得た示唆を反映し，北海道内の大学や

高専の在学生に，自身のライフプランを考えてもらう課題

を設定し【示唆 1】，同時期に開催する地盤工学会及び土木

学会の支部主催の研究発表会の支援をいただきつつ【示唆

2】，第 5回を実施する【示唆 3】こととした．

北海道各地より学生が集まる年次技術発表会の日程に合

わせ実施した．1日目の午後に現場見学会と懇親会を，2日

目の午後にサロンを開催した（表–2）．苫小牧港と（株）北

海道電力の大型蓄電システム実証試験施設を対象とした見

学会には，サロン出席学生 15名のうち 9名が参加した．

(2) テーマと方法

「自分の未来予想図を描いてみよう」というテーマを設

定し，記入用紙（図–1）を用意した．参加者自身の 30年

表–2 第 5回若手技術者交流サロンの概要

項目 内容

参加者 学生 15名（5大学；うち女性 3名）
社会人 14名（ファシリテータ，若手中堅技
術者として参加）

テーマ 「自分の未来予想図を描いてみよう」

主催 北海道支部 支部活性化WG

後援 企画委員会若手パワーアップ小委員会

日時 2019年 1月 26日（土）15:00-17:00

（前日午後に現場見学会と懇親会を開催）

場所 苫小牧工業高等専門学校

事前準備 各自の未来予想図を記入し持参．

議論の方法 4班に分かれたワークショップ．

当日の流れ 未来予想図をもとに自己紹介．
班ごとに「社会の出来事」を予想．
「私の出来事」を推敲し参加者全員で共有．
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図–1 未来予想図記入用紙

後までの姿を仕事と生活の両方について記入させるもので

ある．テーマの設定と用紙の作成にあたっては，WG幹事

及び幹事の職場でインターンシップ中の学生が記入し，改

善を加えた．この結果，シートの上半分は「社会の出来事」

「身近ななんでも技術」，下半分は「私の人生いろいろ」と

した．また，参加者には事前にシートを記入することを課

題として与え，当日は持参したシートをもとにグループ内

で自己紹介をさせた．その後，グループ討議により模造紙

に「社会の出来事」を新たに作成しつつ，手元の「私の出

来事」を推敲させた．社会人のファシリテータと若手技術

者が，「進行のヒント」2) を参考に討議を進めた．

(3) 成果

終了後にアンケート調査を実施した．現場見学会は 5点

満点で 4.42点，サロンは 4.68点（7割が 5点）をつけるな

ど，今回も高い評価を得た．自由回答や，実施中の会話よ

り，2017年度に続き事前に現場見学会を催すこととで話し

やすい雰囲気を用意できたこと，就職や就職活動を控えた

学生に自分の未来を予想させるのは，タイムリーな話題で

あったことがうかがえた．これまでのテーマ（例えば「土

木学会のイメージアップ戦略」（第 2回），「未来の北海道の

ために，土木の力でやりたいこと」（第 4回））に比べて，

より身近な話題を設定できたことも寄与したものと考えら

れる．また，ファシリテータや若手中堅技術者として参加

した社会人からも，普段，接することのない世代との交流

を貴重な経験ととらえていることがわかった．一方で，研

究発表会との同時開催は発表や運営に関わる学生の参加を

困難としていることも明らかとなった．

4. 今後の展望
支部の学生や若手技術者に働きかけるこのような活動は，

土木学会の活動の認知度の向上や学会活動の裾野の拡大に

直接的に寄与するため，今後も継続すること望まれる．支

部の他の行事との連繋による人的，財政的負担の軽減，学

生が参加しやすい日程が今後の課題である．
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